
預かり保育 ２０２1年(令和３年)１２月

自然との触れあい

記入者 岡

青空の下、鮮やかに色づいたもみじの葉が園庭にひらひらと舞い落ちて
います。

「きれいだねー！」「もみじはね～赤なの！」
「先生、木を揺らして！」「もっと落ちてこないかな～？」
「こうようっていうんだよね」「あ！あそこにも見つけた！」
「もみじは何で落ちるの？」「軽いから？」
「他の木の葉っぱは何で落ちないの？」「りんごの木の葉っぱはりんごの
においがするのかな？」「においをかいでみよう！」

歓声を上げながら手を伸ばし、もみじの幹に抱きついている子供たちの
つぶやきや会話を聞いていると、自然に対するみずみずしい感性にときめ
いてしまいます。自然と触れ合い、不思議や感動をこれからもたくさん感
じてほしいと願っています。

どんなにおいが
するのかな？


